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とくに、2009 年が太宰治⽣誕 100 周年にあたっていたことは、太宰作品の翻訳ブームをもたらした。『⼈間失格
（「桜桃」も収録）』（許時嘉訳、吉林出版集団有限公司、2009 年 9 ⽉）、『陰⽕（他「列⾞」「漁服記」「葉」




社、2010 年 6 ⽉）、『太宰作品選』（鄒波訳、上海外語教育出版社、2010 年 9 ⽉）、『惜別』（於⼩植訳、新
星出版社、2010 年 8 ⽉）などの作品が相次いで翻訳された。 
なお、本プロジェクトおいて取り扱う「⻩⾦⾵景」は、まだ翻訳されていない。 
 
（以上、⽥泉担当）
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２ 『⻩⾦⾵景』翻訳の問題点 
まず、中国語の表現との関係で、中国語へ訳し得ない箇所があることに注意しなければならない。⼀例を挙げるなら
ば、『⻩⾦⾵景』中の、「私は町で何をしてゐたらう」という表現がそれに該当する。この部分を、中国語に直訳すると、次
のようになる。 
 
原⽂：私は町で何をしてゐたらう。 
直訳：我在城⾥做了什么呢？ 
 
このように翻訳すると、中国語の表現として、とても練られていないものとなり、⼝語的でリズミカルな作品全体の調⼦を
崩してしまう。そこで、今回の翻訳では、以下のように意訳した。 
 
訳⽂：我在城⾥东游⻄逛。 
 
このようなかたちとすることで、中国語読者にも、原⽂のリズムが伝わるようになる。今回の翻訳では、こうした点にとくに
留意し、箇所によっては意訳を選択した。 
 
ただ、中国語へ翻訳するのが難しかった箇所もある。たとえば、結末部分は、語り⼿の認識の有り様が変化を⾒せる
箇所で注意して訳す必要があるが、以下の部分は、⾔葉の選択に苦⼼した箇所である。 
 
原⽂：私は⽴つまま泣いてゐた。けはしい興奮が、涙で、まるで気持よく溶け去つてしまふのだ。 
訳⽂：我伫⽴在那⾥哭了。剧烈的兴奋也随之愉快地融化在泪⽔之中。 
 
この部分の翻訳は、中国語表現において、適正なニュアンスを保ちつつ、「私」の興奮する感情を表現するために、感
情の強烈さを強調する形とした。 
 
なお、作品中の⽇本の⾵俗を中国語へ置き換えることはそれほど難しくなかった。たとえば、⽇本住居に関する⽤語
「式台」・「⽞関」や、また「⼾籍」のような⾔葉は、既に古い中国の⽂化に⾒られ、中国⼈の読者にとって問題なく理解で
きるため、そのまま使⽤した。 
 
（以上、張麗静担当） 
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